
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































企　　　業 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981
三井石油化学 296 276 276 308 308 308 322 322 322 322 322 322
住友化学 580 580 560 560 560 570 570 570 570 505 505 505
三菱油化 702 702 702 680 680 680 645 645 645 675 675 675
日本石油化学 184 184 184 184 184 184 184 184 184 184 189 189
東燃石油化学 225 505 505 505 505 525 525 525 525 525 556 556
新大協和石油化学 41 41 320 320 320 320 320 320 320 320 320 320
丸善石油化学 390 390 390 505 505 505 505 505 505 505 505 505
三菱化成 160 160 160 170 170 173 173 173 173 173 173 173
出光石油化学 300 300 300 320 320 360 360 360 360 380 380 380
昭和電工 150 150 150 150 220 220 220 540 540 540 540 540
浮島石油化学 300 300 300 300 300 300 300 300 700 700 750 750
大阪石油化学 300 300 300 320 320 32Q 320 320 320 320 320 320
水島エチレン 300 300 300 330 330 330 360 360 360 360 360 360
山陽エチレン 300 365 365 365 390 390 390 390 390 390
産業全体の生産能力（K） 3928 4188 4747 5017 5087 5160 5194 5514 5914 5899 5985 5985
生産量（Q） 3097 3537 3851 4171 4176 3399 3803 3979 4387 4784 4175 3655
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































制約付きモデル 制約無しモデル 尤度比 κ2 結　　果
日本における2つの期間
@　（表6）
（1）
i3）
（2）
i4）
28．9
S4．0
16．8（1％，DF＝6）
Q3．2（1％，DF＝10）
1％水準で棄却
P％水準で棄却
米副こおける2つの期間
@　（表6）
（1）
i3）
（2）
i4）
14．4
Q0．8
12．6（5％，DF＝6）
P8．3（5％，DF＝10）
5％水準で棄却
T％水準で棄却
1975年以前の日米
@　（表7）
（1）
i3）
（2）
i4）
26．3
T2．6
16．8（1％，DF＝6）
Q3．2（1％，DF＝10）
1％水準で棄却
P％水準で棄却
1976年以降の日米
@　（表7）
（1）
i3）
（2）
i4）
21．0
R7．2
16．8（1％，DF冨6）
Q3．2（1％，DF＝10）
1％水準で棄却
P％水準で棄却
ンプルを1970年代半ば以前と以降に分けたら
どうなるであろうか。表8によれば，前半期
間のサンプルについて，制約付きモデル（1）と
制約なしモデル（2）の尤度比は26．3，制約付き
モデル（3）と制約なしモデル（4）の尤度比は52．6
で，ともにモデルの構造が変化していないと
いう仮説は1％水準で棄却される。後半期間
のサンプルについても，モデル（1）と（2）の尤度
比は21．0，モデル（3）と④の尤度比は37．2であ
り，仮説は1％水準で棄却される。
　それでは，JDというダミー変数との交差項
のt値を，各制約なしモデルについて調べて
みよう。前半期間について，モデル（2）では，JD
それ自体に加えて，ノD＊SHARE，　JD＊CUのt
値が有意であり，モデル（4＞では，JD＊D肌SHR，
JD＊BAI＞D＊SHAREのt値が有意である。それ
ぞれのt値の大きさにも注目すると，前半期
間において日米企業の設備投資行動は異なる
が，その違いはさまざまな要因から生じてい
るといえる。大企業について，日本の方が若
干強いバンドワゴン効果を示しているが，そ
れが日米間の違いの主要な原因とはいえない。
したがって，仮説4は部分的にしか支持され
18
なかった。
　それに対して後半期間については，モデ
ル（2）ではノD＊SHARE，　JD＊BA　VDのt値が有
意であり，モデル（4）では，JD＊BAND，
JD＊BA　VD＊SHAREのt値が有意である。すな
わち，後半期間における日米企業の設備投資
行動の違いはバンドワゴン効果の違いである
ことを，データは示している。JD＊BAND＊SHARE
の係数は負なので，大企業については，日本
では他企業と反対の設備投資行動をとってい
るが示唆されているが，モデル（2）でもJD＊BAAID
の係数は正で有意なので，後半期間において
は米国よりも日本においてバンドワゴン効果
が強いことが，かなりはっきりと示されてい
る。したがって，仮説5は支持された。
W．おわりに
　前節の分析は，日本の石油化学産業におい
て，企業の設備投資行動が，1970年代半ばを
境に大きく変化したことを示している。設備
投資におけるバンドワゴン効果は，米国では
それほど変化していないのに対し，日本では
日本企業の同質的行動：化学産業における設備投資のバンドワゴン効果（浅羽）
1970年代後半に顕著になっている。また，ど
ちらの期間についても，日米の企業の設備投
資行動は日米間で違いがあるが，後半期間の
日米の差は，設備投資におけるバンドワゴン
効果の違いによっている。
　何がこのようなバンドワゴン効果の違いを
もたらしたのであろうか。もちろん日本の石
油化学産業は輸入原油に原料を依存している
ので，オイルショックの影響は非常に大き
かったであろう。ただし，その影響の多くは，
市場成長率や操業度といった変数がピック
アップしていると考えられる。
　3節では，この時期に産業政策の焦点が，
設備投資調整から価格コントロールに変化し
たことを指摘した。さらに，技術の入手可能
性も設備投資行動に影響を与えていたかもし
れない。かつては，技術は外国企業から導入
しなければならず，企業規模が小さく資金力
が十分でなかったときには，また外貨割り当
てがあったときには，外国企業からの技術導
入を自由に行うことができず，設備投資をし
たいと思っても思うようにはできなかった。
しかし時間が経つにつれて，外貨制限はなく
なり，企業規模が大きくなって資金調達力も
備わった。また，製品を生産せずに技術を開
発・販売するエンジニアリング企業の出現も，
日本企業にとって技術の入手可能性を高め
た。このように，以前は技術という資源の制
約のために投資が分散していたが，後半では
その制約がなくなったために，同時期の投資
（事業化）が行われ，バンドワゴンが見られ
るようになったのかもしれない。
　これらの要因が，1970年代半ばに企業の設
備投資行動に変化をもたらしたとすれば，本
稿の分析結果は次のように解釈できるかもし
れない。本来日本企業は，同質的行動（ここ
では設備投資の同時性）という特徴を持って
いる。しかし，1970年代半ばまでの石油化学
産業においては，産業政策，技術入手の難し
さによって，この特徴は抑圧されていた。そ
19
の結果，過剰設備は回避され，高い水準の操
業度が維持された。ところが1970年代半ば以
降には，産業政策が緩和され，技術や原料の
制約がなくなったために，企業は本性をあら
わして同質的行動をとり始め，その結果，操
業度は低下してしまった，というものである。
　このような解釈が正しければ，本稿は，日
本企業の同質的行動についての実証に成功し
たことになる。ただし，設備投資の同時性と
いう特徴は，日本の石油化学企業が置かれて
いた状況に特有なものかもしれない。日本の
化学企業にとっては，欧米に手本とすべき企
業が存在した。欧米企業は，何が有望な製品
領域か，どのような技術が必要かは事前には
分からないので，独自に探索しなければなら
ない。それに対して日本企業は，欧米企業が
示してくれた製品や技術を手がければよい。
日本企業は欧米企業の動向を注視し，それに
追随する。その結果，日本企業の設備投資の
タイミングが重なったのかもしれない。した
がって，企業間の同質的行動が日本企業の特
徴であると主張するためには，他の産業，特
に日本企業が世界の先頭を走っているような
産業でもその傾向が見られるかどうかを検討
する必要がある。これは，将来の研究課題で
ある。
　日本企業に同質的（模倣的）行動という特
徴があることが，日本企業に戦略が欠如して
いることを示しており，今後の日本企業は独
自の戦略を構築する必要が有ると主張する論
者もいる（Porter，1996）。たしかに，先行者
の優位性がなく，すべての企業が相互に模倣
するのであれば，どの企業もリスクをともな
うイノベーションを行わずに，他社が成功す
るのを待とうとする。その結果，国際競争力
が失われ，社会の進歩がとまってしまう。に
もかかわらず，これまで同質的行動を行う日
本企業が国際競争力を獲得し，日本経済が発
展してきたのは，石油化学について先に示唆
したように，欧米に企業者的行動を行う企業
が存在し，それが有望な製品や技術を次々に
開発してくれていたからかもしれない。もし
そうだとすれば，今後は日本企業も同質的行
動を止め，独自の戦略を構築してイノベー
ションを行わなければならないであろう。い
つまでも欧米企業が日本企業にとってモデル
になってくれる保証はないからである。
　しかし，すべての日本企業が単に欧米企業
の真似をしていたとは到底思われない。日本
企業の中にも企業者的企業が存在する。むし
ろ，同質的行動があるからこそ，あるイノ
ベーションに成功した企業を独走させずに，
常にプレッシャーをかけつづけていられるの
かもしれない。さらに，この競争圧力が有る
からこそ，少しでもリードしようと，企業者
的企業のイノベーションが促進されるのかも
しれない。少なくとも，いくつかの産業で，
このようなことが起こっている。もしそうで
あれば，日本企業は同質的行動を捨てるべき
ではない。同質的行動が日本の企業の戦略の
欠如を意味するのか，企業間競争の激しさを
生み出しているのかは，慎重に検討すべきで
あろう。
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［注］
1）日本企業の同質的行動に関する実証研究
　の数少ない例外は，設備投資に関する宮川
他（1997）の研究である。
2）もちろんこのような現象は，日本に限ら
ずどこでも少なからず観察されることであ
　る。たとえば，Greve（1996），　Kennedy
　（1997）を参照されたい。
3）　Wall　Street　Journal，　July　12，1988．　In　spite
　of　the　title，　it　is　argued　that　Japanese　copycat　is
　not　cultural　or　genetic，　but　that　their（patent）
　system　encourage　them　to　borrow　from　other
　people．
4）同質的行動が協調か競争かについては，
　Asaba　and　Liebemlan（1997）を参照された
　い。ただし次節以降の分析でも，同質的行
　動が協調や第三者の調整によるものではな
　いということを示唆してはいる。
5）同質的行動の1つの例である製品ライン
　の同質性について研究したKlemperer
　（1992）は，企業が競争を回避する結果，
　製品ラインが似てくることを理論的に明ら
　かにした。すなわち，もし競合する企業間
　の製品ラインが同じであり，shopping　cost
　（異なる企業から製品を購入するコスト）
　が存在すれば，消費者は製品を1つの企業
　から購入する可能性が高まる。ゆえに，製
　品ラインが類似していれば，市場はより非
　競争的になり，均衡価格は高くなるのであ
　る。
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6）企業が一斉に海外進出する現象は，“fol－
　low－the－leader”とか“bunching”と呼ばれ，
　Aharoni（1966）がその存在を示唆し，
　Knickerbocker（1973）が実証した。　Motta
　（1994）は，この現象に対して，ゲーム理
　論による説明を行った。
7）ただし製薬企業の研究開発投資を調べた
　Cockburn　and　Henderson（1994）は，実証
　的には，企業間のR＆D投資には弱い相関
　しか見出せなかった。
8）産業政策の歴史に関しては，以下の2つ
　の本と，石油化学会社に対するインタビュー
　にもとついている。石油化学工業協会，
　『石油化学工業　30年の歩み』，1989年。通
　商産業政策史編纂委員会編，『通商産業政
　策史』，1990年，各巻。
9）この過程で，操業度がO．4未満もしくは
　1．4以上の観測値は，異常と思われるので
　除外した。
10）彼らは，そもそも設備投資の同時性を実
　証しようとしたのではなく，米国の化学企
　業の設備投資行動を分析して，その行動が
　3つのモデルのいずれと整合的かを調べよ
　うとした。最初のモデルは，企業が順番に
　投資をしていくというもので，Cournot－
　Nash均衡にいたる投資行動の1つのタイ
　プである。2つめは，自社のマーケット
　シェアを維持できるように投資をするとい
　うモデルである。3つめは，他社にマー
　ケットシェアの拡大を許さないように，市
　場を先占め（preemption）するように設備
　投資をするというモデルである。分析結果
　は必ずしもあるモデルを強く支持するわけ
　ではなく，また企業規模によっても行動が
　異なることが示唆された。
11）1つの大きな違いは，米国の生産能力が
　各年の1月1日の数値でコーディングされ
　ているのに対し，日本のデータは各年の12
　月31日の数値でコーディングされている。
　したがって，この日米の年度の違いは修正
　　　　　　　　日本企業の同質的行動：化学産業における設備投資のバンドワゴン効果（浅羽）
した。ただしそれ以外は，変数の定義は
Gilbert　and　Lieberman（1987）と同じであ
る。
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